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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向

≪株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で小幅に上昇しました。
週初は、前週末に米長期金利が低下したことから、金利上昇局面で割高感が
意識されていたハイテク株を中心に買い戻され大幅上昇しました。その後も、
円安進行による輸出企業の採算改善期待や、インバウンド（訪日外国人）消
費の本格回復期待、相対的な日本株の割安感などから買われ続伸し、9日の終
値は2022年8月26日以来約6カ月半ぶりの高水準となりました。週末は2月
の米雇用統計の発表を前に米国で利上げ再加速への警戒が強まり下落したも
のの、週間では前週末比で上昇しました。
なお、9～10日の日程で開催された黒田日銀総裁在任中最後となる日銀金融
政策決定会合では、大方の市場の予想通り金融政策の現状維持が決定された
ことから、市場の反応は限定的でした。

1,450

1,650

1,850

2,050

2,250

22,500

24,500

26,500

28,500

30,500

12/9 1/4 1/30 2/25

日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）

（月/日）

（円） （ポイント）データ期間：2022年12月9日～2023年3月10日（日次）



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅下落しました。
パウエルFRB議長が7日の議会証言で、３月の米連邦公開市場委員会
（FOMC）で利上げ幅を拡大する可能性について言及したことから、FRBの
利上げ長期化による景気悪化懸念から下落しました。週末は、２月の米雇用
統計で平均時給の伸びが鈍化したことは好感されたものの、米中堅銀行の経
営破綻により、米国の金融システム不安が強まり大幅下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下しました。
日銀がいずれ政策を修正するとの思惑や、米連邦準備制度理事会（FRB）に
よる利上げが長期化するとの懸念から米長期金利が上昇した流れを受け上昇
しました。市場の一部では、9～10日の日銀金融政策決定会合で、日銀が金
融引き締め方向に政策を修正するとの思惑があったものの、金融政策の現状
維持が決定されると週末は大幅に低下しました（価格は上昇）。

5）今週の見通しについて
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
パウエルFRB議長が7日の議会証言で、利上げ長期化の可能性を示唆したこと
から大幅に円売り米ドル買いが進行し、一時およそ2ヵ月半ぶりに1米ドル＝
138円台をつけたものの、米中堅銀行の破綻により米国金融システム不安が強
まると、リスク回避目的の円買い米ドル売りが進みました。

21～22日にFOMCを控え、FRBの金融引き締めが長期化するとの思惑から、
米国株式市場は下落しています。
10日（金）に発表された2月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数が前月
比+31.1万人と市場予想（同+20.5万人）大幅に上回り、引き続き労働市場
のひっ迫が確認されました。なお平均時給の伸びは前月比＋0.2％と低下し、
過去１年間で最低水準となったたものの、前年同月比では＋4.6％と依然高
水準であることから、FRBは当面、利上げを継続していくものと思われます。
9～10日の日程で開催された黒田日銀総裁在任時最後の日銀金融政策決定会
合では、大方の市場予想通り現行の金融政策は維持されました。植田和男次
期総裁は、異次元金融緩和からの脱却に向け、経済動向を確認しながら慎重
に政策修正のタイミングを探っていくものと思われます。
今週の株式市場は、米国の2月消費者物価指数や景況感を示す経済指標の結
果を見極めながら、方向感を探ることとなりそうです。ただし、10日に経
営破綻した米シリコンバレー銀行に続き、他の銀行も破綻するなど金融市場
への影響が大きくなった場合には、大幅に下落する可能性もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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